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＜第二小学校教育目標＞ 

○よく考え 進んで学習する子 

○明るく 思いやりのある子 

○ねばり強く たくましい子 

『後期スタート ～トレンドセッター～』 

校長 佐々木 めぐみ 
 

 １３００年ほどの周期でしか見られないとのことで、人生で一期一会の「レモン彗星」がトレンドとして

注目を集めています。夕方西の方角に姿を確認できると聞くも、山やビルに遮られて私は実物を探すことが

できず、ニュースや YouTube の映像で見させていただき、間接的にですが一期一会を果たしました。皆様は

いかがだったでしょうか。 

さて、人は「今しかない」「期間限定」などに惹かれる傾向にあると思います。しかし、なかなか気がつけ

ないのは「６年間、同じように繰り返される小学校生活も長い人生においては『期間限定』である」という

こと。校長になり卒業証書を渡す身となってなおのこと「義務教育９年間」の短さと尊さ、「時」の重みを実

感します。だからこそ、学びに真剣に向き合う姿を当たり前に、そしてその「かっこよさと気持ちのよさ」

に気がつき、今という時を大切にする学年集団を子どもたち自身が形成してほしいと思います。さらには、

学校全体へ「時のなかみ」を大切にする空気感がじわじわと広がることを願っています。後期もそうした願

いを集会や行事での話、認証式などの録画放送を通じて伝えたところです。 

先日、６年生が外国語講師の●●先生や ALTと授業をしているところをのぞいてみると、発表者が英語で

伝える場面がありました。周囲の子は発表者に注目し、最後まで聴いています。声は小さめでしたので廊下

からのぞいている私には何をテーマに話しているかまでは分かりませんでしたが、教室内では、言い終わり

に●●先生や ALTも含めて子どもたちに和やかな笑いが起こり、しっかりと何かが「共有された」ことが伝

わってきました。●●先生との日頃の会話では、「６年生の授業に向かう心持ち」へ感心していただくことが

多く、私まで嬉しくなります。先ほどのように友だちの声が少々小さくても聞き取ろうとし、学びをシェア

しようとするなど、育てたいと考えている資質・能力を積み上げている６年生。それをどの教科でも実現で

きるよう、担任（●●・●●・●●）に加え多くの先生方（外国語は●●先生、理科は●●先生、算数には

●●先生）で教育活動を展開しています。●●先生や●●先生は本校の教育の質を高めるため、「より専門性

の高い方に授業を」と願い学校が加配申請し、道教委がこれを認めて来ていただいています。卒業というゴ

ールが近づいてきた６年生と違い「今この学校生活自体が期間限定」の感覚をもちにくい他学年では、学年

担任以外の先生方の授業では気を抜き、周りの学習を妨げるような態度や発言も出てきがちです。今の６年

生も４年生として初めて私が出会った時にはそういう様子もありました。けれども様々な経験を通して成長

し変わったのです。そして昨年ここにも書いた「変わるとわかる」の通り何が大事かをつかみ、それを続け

ているのでしょう。６年生はトレンドセッター。『主体的に学び 高め合い 挑戦する子ども』に向かい、二

小を変えるキーマンたち。何かの機会に６年生の学びの様子を下の学年にも見せていきたいと考えていま

す。また、たてわり班活動や委員会活動などを通じて他学年へ、先生方に支えられながらも子ども同士が「当

たり前の価値観」を高いほうへと変化させていくことを二小のトレンドとして発信し続けていくと信じ、見

守ります。 
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝【以下、「ちょこっと聞き耳」コーナー】＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

◇後期保健委員会エピソード◇（養護教諭の●●先生に聞きました） 

本当は別の委員会を第一希望にしていた４年生の子。学級内の人数調整で希望が叶わず、乗り気になれないまま保健委

員会に来たが、６年生がポスター作りでその子と二人組に。６年生はその４年生ができそうな仕事を考えて、少しでも参加し

やすいようにとサポート。その子もそれを受け、なんとか委員会の時間を過ごせたとのこと。子どもには子どもの関わりが大

切。また、ポスター作成・掲示活動後のイベントについて話し合う場では、低学年に弟がいる６年生から「お仕事体験型のイベ

ントをして、１～３年生に保健委員会の活動を知ってもらいつつ、学校を守りよりよくする活動を一緒にやるのはどうか。」と

のアイディアが出された。トレンドをつかみ、取り入れるのがうまい子どもたち。世間でも「体験型」のアトラクションは大人気

だ。アイディアを出す側も参加する側も主体的に取り組めそうな企画。後期委員会２回目にして充実の予感。 

（校長 心の声）イベント実施の際は、弟さんがお兄ちゃん企画のイベントにぜひ参加して、一緒に活躍してほしいと思います。 



前期終業式・後期始業式 

１０月１０日には前期 1０８日間（６

年生は１０７日間）を締めくくる終業

式、１４日には後期９４日間（６年生は

９３日間・５年生９５日間）の始業式が

行われました。式の中では、児童代表と

して２名ずつが立派に振り返りや抱負を

発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事等 給食 

1 土     

2 日     

3 月 文化の日    

4 火   ○ 

5 水 Ａ日課：456→６ｈ 心の教室 ハイパーＱＵ② フッ化物洗口  育成指導   ○ 

6 木   ○ 

7 金 B 日課５時間 心の教室 指導主事訪問 Ｐ環境体育館清掃  ○ 

8 土 石 P 研究大会（当別・新篠津）   

9 日     

10 月 心の教室 Ｐ登校指導３年 ○ 

11 火   ○ 

12 水 学習発表会児童公開日 全校弁当日 フッ化物洗口 × 

13 木   ○ 

14 金 心の教室  ○ 

15 土 学習発表会一般公開日 P 行事サポート 職員定時退勤日 × 

16 日     

17 月 振替休業日（11/15）    

18 火 児童委員会③  ○ 

19 水 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 遊ぼう DAY３前 育成指導 ○ 

20 木 Ｐ登校指導３年 千歳市教職員研修会（信濃小） ○ 

21 金 B 日課４時間給食なし 小中交流会(高台小) 市 P 連合同会議・懇親会  × 

22 土     

23 日 勤労感謝の日    

24 月 振替休日    

25 火   ○ 

26 水 遊ぼう DAY３後 心の教室 P 図書・本入替１２３年 ○ 

27 木 P 図書・本入替４５６年  ○ 

28 金 心の教室 Ｐ登校指導３年 職員定時退勤日  ○ 

29 土     

30 日     

旅行的行事・見学体験学習 

 宿泊を伴う学習、見学体験学習が 10 月

の２年生を最後に各学年で実施を終えま

した。 

 ２年生 給食センター・市立図書館 

普段食べている給食を作っている様子

を初めて見て、驚きや発見がたくさんあり

ました。 

 

１１月の行事予定 

９月から、職員定時退勤日の電話対応を１６時２５分
までとさせていただいております。みなさんのご理解
とご協力に感謝いたします。 

学校への欠席連絡は、google フォームを 
ご活用ください。 
前日の 16 時以降から当日朝 8時１０分 

までにご連絡ください。 
※マチコミの「お休み連絡」や「連絡ノート」は契約し
ておりませんので使用できません。 ◆お知らせ◆ 

 本日、４月に実施された全国学力学習
状況調査の概要をマチコミにて配付して
おりますので、ぜひご覧ください。なお、
千歳市の概要については市のホームペー
ジをご覧ください。 

遊ぼうＤＡＹ 

 体力向上策の一環として実施された
『遊ぼうＤＡＹ』。たてわりの４０班で上
級生が下級生に種目のコツを教え、様々
な種目に挑戦し楽しみながら体力向上に
向けて体を動かしました。１１月まで 
２０班ずつ日を分け全 3回行います。 
 学年の垣根を越えて、楽しく運動する
喜びを実感したことと思います。寒い季
節になりますが、身体を動かす機会をた
くさん作ってほしいと思います。 

土曜授業・学校公開日 

 １０月２５日に行った土曜授業は学校
公開日として、保護者の方々だけでなく、
地域の方々にもご参観いただく機会とし
ました。 
 ３年生以上は、４～６年生が行ってき
たクラブ活動の取組を発表する「クラブ
発表会」に参加しました。日頃よりクラ
ブ活動においてご指導いただいている地
域の講師のみなさんにもご参加いただ
き、お互いの活動に触れることができま
した。 
 １・２年生は、人権擁護委員のみなさ
んによる「人権教室」と、PTA 読み聞か
せボランティアのみなさんによる「読み
聞かせ」を体験しました。 
 PTA や地域の方々のご協力により、子
どもたちの学びが広がっていることに心
から感謝いたします。今後もお力添えを
いただけましたら幸いです。 


